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ASTRO-H衛星搭載硬X線撮像検出器(HXI)の現状～EM試験性能とFM
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ASTRO-H衛星搭載の硬X線イメージャ(HXI : Hard X-ray Imager)は、硬X線望遠鏡 (HXT)と組み合わせる
ことで、5 ∼ 60 keVの帯域で 2′(HPD)の角度分解能とこれまでより 2 桁優れた感度を実現する。HXIの主検出
部は、9× 9分角の視野をもつシリコンとテルル化カドミウム (CdTe)半導体を多層に組み合わせた半導体イメー
ジャであり、これを厚さ ∼ 3 cm の BGOシンチレータ９こでアクティブシールドする。
2012年秋の学会に続き、我々は衛星搭載品 (FM)の設計、製造手順、確認手順を策定している。FMの部材調

達は既に進捗しており、12月末 1月初旬より BGOユニットの製造も始まる。3月には最初のセンサー部の組み
立てが始まる予定で、それに伴う様々な検証試験を実施する。並行して、我々は、イメージャとBGOシンチレー
タ、そして回路系において、FM同等品 (Engineering Model: EM)の広範な試験を進めることで、性能の検証と
細かなバグの洗い出しを進めている。イメージャについては、振動試験、熱真空試験に加え、SPring-8での HXT
との end-to-end 結合試験も実施した。これらの詳細解析を進めている所である。


